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🌸 ６月の催事・イベント 🌸

◎金沢大宗消費者展：９.１０.１１日

「大宗大決算市」で感性や見識を深め「かなざわ

石亭」で食事を頂き、石川県立美術館で「伝統加

賀友禅工芸」を観覧してきます。

◎スピリチュアル展：５.６日

珠輝先生の易経占いは、的中率の高さと経験豊富

な暖かみのあるアドバイスで大人気です。

貴方の人生を今以上により良くする為に、珠輝先

生に聞いてみてはどうでしょうか？

※詳細はやしま呉服店まで

🌸 さくらきもの学院 🌸

教室・ヘアメイク・着付・撮影の申込受付ます♪

・進級教室：初等科.専科…

・着方教室：12,000/10回～

・1dayレッスン：500円/回

※詳細はさくらきもの学院事務局まで

浴衣を着こなす

今年はお祭りや花火大会など、多くのイベントが開催されることと思います。

近年は10代、20代の方たちの浴衣姿を多く見かけますけれど、私は大人の女性にこそ、浴衣

を楽しんでほしいです。

コーディネートを楽しむ

爽やかな季節、コロナ禍も落ち着いて多くのイベントが開催されることと思います。

そんなときに楽しみたい着物、といえば「浴衣」ではないでしょうか。

「浴衣」はいつから着ていいんですか？

と質問されることも多いのですが、二十四節気の「立夏」（2023年5月6日）は暦の上では夏

の始まりなので、ここから浴衣を着て良いと思います。

そこで大人の女性ならではの、ワンランク上の着こなしが似合う着方をしましょう。

素足ではなく足袋に下駄をポイントに年齢を重ねると、どうしても肌がくすんできますよね。

足の甲も同じで、素足は美しく見えないような気がするんです。踵（かかと）も年齢が出ま

すから、よけい隠しておきたい。それに、足袋を履いていればお座敷にも上がれます。

そして重要になるのが浴衣の柄。

粋だから、と細かいものだと地味になり、老けた印象になりがちなんです。おすすめは中柄

で単色使い。これが大人っぽいですね。

浴衣の着付けですが…

どんな浴衣でも着こなしで大事なのは”清涼感”。

いくら自分でカッコイイと思っても、見ている人に不快感を与えてはNGです。

着丈を調節して

・素足に下駄の場合→ 着丈はくるぶしの上あたり

・足袋を履く場合→ 着丈はくるぶしの下あたり

にすると、バランスよく美しく見えます。

今年の夏は浴衣を楽しんでくださいね。


